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(5) 郷土博物館 

① 施設概要 

郷土博物館は、東大和市立郷土博物館条例に基づき、市民の教育、学術及び文化の発展に寄与

するために設置され、平成 6 年 4 月に開館しました。市立狭山緑地の一角にあり、丘陵と一体を

なして、調査・研究、あわせて市民の生涯学習の場としての役割も担っていくことを目的として、

直営で運営しています。 

企画展示やロビー展示、プラネタリウムの投影や、自然観察会・講座の開催などの教育普及活

動等を行っています。プラネタリウムの投影は、通常の季節ごとの番組の他、特別投影や学校授

業の一環としての投影、保育園・幼稚園向けの投影も行っています。 

 

表 ３-４２ 施設の概要 

常設展示室 「狭山丘陵とくらし」など 4つのパートに分かれた展示 

映像学習室（プラネタリム） プラネタリウム番組を投影します 

企画展示室 年に数回、テーマを決めた展示を一定期間行います 

情報サービス室 東大和市・狭山丘陵などに関する図書を閲覧できます 

 

図 ３-６６ 郷土博物館の配置  
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② 建物状況 

郷土博物館の建物は、平成 5 年度に建築され、築 20 年以上が経過しています。 

郷土博物館の事業が円滑かつ安全に実施できるよう、毎年、施設運営上必要な設備、機器の保

守・点検を実施するとともに、必要な修繕・工事を行っています。平成 25年度には、老朽化した

プラネタリム投影機の改修工事を行いました。 

 

 

表 ３-４３ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

 

図 ３-６７ 建築年度別の延床面積の状況（郷土博物館） 

 

 

  

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 郷土博物館 奈良橋1-260-2 2,856 市 2,878 市 RC 1993 (H5)

施設_延床面積は付属施設（駐輪

場21.96㎡）を含む

合計 2,856 2,878

No. 施設名 所在地

土地

備考

建物

構造 建築年度

0 ㎡ 2,878 ㎡

0.0%0.0%0.0%0.0% 100.0%100.0%100.0%100.0%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 2,878 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

#####
0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）
30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

0 ㎡

0.0%0.0%0.0%0.0%

2,878 ㎡

100.0%100.0%100.0%100.0%
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③ 利用状況 

郷土博物館の年間の入館者数は 47,000 人前後、1日あたりにすると約 160 人／日前後で推移し

ています。プラネタリウム及び情報サービス室等の利用状況は、平成 23 年度から平成 25 年度に

かけて、稼働率は 53～54％でほぼ変わりません。 

 

 

表 ３-４４ 入館者数の推移 

 

 

図 ３-６８ １日あたりの入館者数の推移 

 

表 ３-４５ 稼働率の推移 

 

（注）稼働率（％）＝延利用件数（コマ）÷利用可能コマ数×100 

 

 

図 ３-６９ 稼働率の推移  

年間入館

者数

 (人)

開館日数

 (日)

１日あたり

入館者数

（人／日）

年間入館

者数

 (人)

開館日数

 (日)

１日あたり

入館者数

（人／日）

年間入館

者数

 (人)

開館日数

 (日)

１日あたり

入館者数

（人／日）

郷土博物館 46,217 296 156 47,900 297 161 47,445 299 159

施設名

平成23年度 平成24年度 平成25年度

156 161 159

0

50

100

150

200

郷土博物館

（人／日）（人／日）（人／日）（人／日）

H23 H24 H25

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

延利用件数

(コマ)

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

利用可能

コマ数 (コマ)

稼動率

（％）

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

延利用件数

(コマ)

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

利用可能

コマ数 (コマ)

稼動率

（％）

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

延利用件数

(コマ)

プラネタリウ

ム､情報サー

ビス室等の

利用可能

コマ数 (コマ)

稼動率

（％）

郷土博物館 617 1,128 54.7% 604 1,132 53.4% 502 940 53.4%

施設名

平成23年度 平成24年度 平成25年度
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

郷土博物館のコストを平成 23年度から 3年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。

平成 25 年度には工事請負費等としてプラネタリウム投影機改修工事を行ったため、コストが増加

しましたが、それ以外については同水準となります。 

 

表 ３-４６ コストの年次推移 

 

 

 

図 ３-７０ コストの年次推移 
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①建物維持管理費 ②運営費 ③指定管理委託料 ④工事請負費等 ⑤減価償却費

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費

等

支出計

H23 1,685 18,462 46,901 0 0 65,363 41,397 106,760

H24 1,664 19,935 47,395 0 2,090 69,420 41,397 110,817

H25 1,663 20,175 48,239 0 45,648 114,062 41,397 155,460

支出

⑤

減価償却費

総コスト

（支出＋減価償却費）

収入年度施設名
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イ．内訳 

 郷土博物館について平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は人件

費であり、施設全体の約 25.3％を占めています。 

 

表 ３-４７ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

 

 

図 ３-７１ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）
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使用料等 1,663
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41,397
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総コスト　（支出＋減価償却費）

収入
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建物維

持管理
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一人

あたり

運営経費
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延床面積

延利用者数

面積

あたり

運営経費

総コスト
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ウ．延床面積あたりコスト 

 郷土博物館について平成 25 年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」をみると、

54,008 円／㎡となっています。 

 

 

図 ３-７２ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

 郷土博物館について平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」をみると、

3,277 円／人となっています。 

 

 

図 ３-７３ 利用者一人あたりコスト（H25 年度）
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(6) 公民館 

① 施設概要 

公民館は、社会教育法（昭和 24 年 法律第 207 号）及び東大和市立公民館条例に基づき設置さ

れた教育文化施設です。市内には、中央・南街・狭山・蔵敷・上北台の 5つの公民館を設置し、

地域における市民の方に身近な教育機関として様々な活動を行っています。南街及び上北台公民

館は市民センターに入っており、東大和市立学習等供用施設条例に基づく南街及び上北台地区会

館と共用しています。 

公民館の運営は直営で行っています。 

公民館の施設は、自主グループや自治会、ＰＴＡなど、社会教育法の目的に沿った活動の場合、

無料で使用することができます。市内に事業所を持つ企業の内部の会議、私塾の発表会、チャリ

ティーコンサート等の利用の場合は有料で使用することができます。宗教の布教活動、営利を目

的とした利用はできません。また、市外の団体の利用もできません。 

 

 

表 ３-４８ 公民館の施設概要 

館 名 施設内容（収容人数又は畳数） 

定期利用 

グループ 

数（H25.4） 

開館日 

中央公民館 

ホール（422 人）、視聴覚室（30 人） 

実習室（56 人）、学習室 6 室（36 人、18 人、30 人、12 人、42

人、12 人） 

和室 2 室（14 畳、20 畳）、保育室（16 人） 

131 昭和 49 年 8 月 

南街公民館

（注）

 

木工室（24 人）、学習室 3 室(60 人、21 人、22 人)、和室（18

畳）、保育室（12 人） 

115 昭和 46 年 6 月 

狭山公民館 

学習室 3 室（90 人、30 人、15 人） 

和室 2 室（21 畳、12.5 畳） 

図書室 

57 昭和 51 年 7 月 

蔵敷公民館 

学習室 3 室（90 人、30 人、20 人） 

和室（21 畳）、図書室 

47 昭和 53 年 11 月 

上北台公民館 

学習室 4 室（60 人、40 人、30 人、12 人） 

和室（17.5 畳）、保育室（12 人） 

57 平成 5 年 5 月 

（注）南街公民館は、昭和 46 年 6月に東大和市立公民館として開館。その後、南街公民館と改称しました。平成

5年に南街市民センター内に移転しています。 
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図 ３-７４ 公民館の配置 
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② 建物状況 

中央公民館は、延床面積 2,169 ㎡で公民館の中でも大規模な施設ですが、昭和 49年度の建築物

で築後 40 年以上が経過しています。また、狭山公民館（昭和 51 年度建築）、蔵敷公民館（昭和

53 年度建築）も築 30年以上が経過しており、公民館全体の延床面積では、約 4 分の 3（75％）が

30 年以上の建物となります。 

 

表 ３-４９ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

 

（注）南街及び上北台公民館の延床面積は、市民センター内で当該施設が占める面積分を示しています。 

 

図 ３-７５ 建築年度別の延床面積の状況（公民館） 

 

 

  

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 中央公民館 中央3-926 3,176 市 2,169 市 RC 1974 (S49)

2 南街公民館 南街5-32 1,642 市 540 市 RC 1992 (H4) 南街市民センター内

3 狭山公民館 狭山3-1334-1 1,653 民間 598 市 RC 1976 (S51)

4 蔵敷公民館 蔵敷2-337 2,129 市 565 市 RC 1978 (S53)

5 上北台公民館 上北台2-865-9 1,199 市、民間 572 市 RC 1992 (H4) 上北台市民センター内

合計 9,798 4,444

No. 施設名 所在地

土地

備考

建物

構造 建築年度

3,332 ㎡ 1,112 ㎡

75.0%75.0%75.0%75.0% 25.0%25.0%25.0%25.0%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 2,169 ㎡ 1,163 ㎡ 1,112 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

#####
0.0% 48.8% 26.2% 25.0% 0.0% 0.0%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前） 30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

3,332 ㎡

75.0%75.0%75.0%75.0%

1,112 ㎡

25.0%25.0%25.0%25.0%
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③ 利用状況 

公民館の利用者数は中央公民館が最も多く、平成 25 年度の年間約 10.4 万人（1 日あたり 341

人／日）になります。公民館全体の利用者数推移は、平成 23 年度から 25年度にかけて減少して

います。施設の稼働率では、南街公民館が最も高く 72％（平成 25 年度）になります。 

 

表 ３-５０ 利用者数の推移 

 

図 ３-７６ １日あたりの利用者数の推移 

 

表 ３-５１ 稼働率の推移 

（注）稼働率（％）＝延利用コマ数÷利用可能コマ数×100 

 

図 ３-７７ 稼働率の推移  
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

公民館の管理・運営にかかるコストを平成 23 年度から 3年間の推移でみると、概ね同水準で推

移しています。中央公民館は、平成 23 年度に空調設備改修工事、平成 25 年度に耐震補強工事設

計、エレベータ更新工事などの施設整備を行っており、工事請負費等が発生していますが、建物

維持管理費や運営費も金額が大きく、他の公民館より規模の大きな施設として運営しています。

狭山公民館は、建物維持管理費として土地の賃借料が発生しています。 

 

表 ３-５２ コストの年次推移 

（注）南街公民館、上北台公民館の建物維持管理費、減価償却費は、各公民館が入っている市民センターの経費

に含み、ここでは計上していません。 

 

 

図 ３-７８ コストの年次推移  
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（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

①建物維持管理費 ②運営費 ③指定管理委託料 ④工事請負費等 ⑤減価償却費

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等
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H23 697 18,020 51,889 0 43,432 113,341 8,633 121,974

H24 771 20,947 52,108 0 88 73,144 8,633 81,776
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⑤
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総コスト

（支出＋
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イ．内訳 

 公民館のコストについて平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は

人件費であり、施設全体の約 56.3％を占めています。 

 

表 ３-５３ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）南街公民館、上北台公民館の建物維持管理費、減価償却費は、各公民館が入っている市民センターの経 

費に含み、ここでは計上していません。 

（注 2）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

 

図 ３-７９ コストの内訳（H25 年度）  
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ウ．延床面積あたりコスト 

 公民館の平成25年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」を比較すると、概ね35,000

円／㎡～60,000 円／㎡の水準になっています。 

 

 

図 ３-８０ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

 公民館について平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」を比較すると、

概ね 500 円／人～1,600 円／人の水準になっています。 

 

図 ３-８１ 利用者一人あたりコスト（H25 年度）
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第４項 スポーツレクリエーション施設 

(1) 上仲原公園運動施設 

① 施設概要 

上仲原公園運動施設は、東部土地区画整理事業で整備され、昭和 56 年 4 月に開設した、約 4

ヘクタールの広さをもつ上仲原公園内に整備された運動施設です。東大和市体育施設等に関する

条例に基づき、体育、スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、もって市民の心身の健全な

発達に寄与するために設置しています。 

上仲原公園野球場（陸上競技場を含む）、上仲原公園テニスコートを設置しています。 

上仲原公園野球場（陸上競技場を含む）、上仲原公園テニスコート、市民体育館、市民プール、

桜が丘市民広場の5施設は、平成22年度から指定管理者制度を導入し、管理運営を行っています。 

 

 

図 ３-８２ 上仲原公園運動施設の配置 
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② 建物状況 

上仲原公園運動施設の建物（公園管理棟）は、昭和 56年度に建築されており、平成 27 年度時

点で建築から 30 年以上が経過しています。 

 

 

表 ３-５４ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

図 ３-８３ 建築年度別の延床面積の状況（運動施設） 
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③ 利用状況 

上仲原公園テニスコートは、平成 25 年度に改修工事を行ったため、平成 25年度の利用件数は

平成 23 年度及び平成 24年度に比べて少なくなっています。開催日数に応じた 1日あたりの利用

件数では、テニスコートは約 17 件、野球場（陸上競技場を含む）は約 3 件で、平成 25 年度の稼

働率でみるとそれぞれ 61%、41％となっています。 

表 ３-５５ 利用件数の推移 

 

 

図 ３-８４ １日あたりの利用件数の推移 

 

表 ３-５６ 稼働率の推移 

（注）稼働率（％）＝延利用コマ数÷利用可能コマ数×100 

 

図 ３-８５ 稼働率の推移  
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

上仲原公園運動施設（上仲原公園管理棟含む）では、平成 25年度の工事請負費等に上仲原公園

テニスコート改修工事費を約 2,400 万円計上しました。 

 

表 ３-５７ コストの年次推移 

（注 1）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、

市民体育館に計上しています。 

（注 2）上仲原公園管理棟（トイレ）にかかる支出、テニスコート及び野球場・陸上競技場の減価償却費はここ

では計上していません。 

 

 

 

図 ３-８６ コストの年次推移 
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上仲原公園運動施設

（テニスコート、野球場・

陸上競技場）

上仲原公園管理棟
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イ．内訳 

 上仲原公園運動施設の総コストの内訳をみると、資本的経費（工事請負費等）がそのほとんど

を占めます。 

 

表 ３-５８ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、 

市民体育館に計上しています。 

（注 2）上仲原公園管理棟（トイレ）にかかる支出、テニスコート及び野球場・陸上競技場の減価償却費はここ 

では計上していません。 

（注 3）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～100 円程度の差があります。 

 

図 ３-８７ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）

上仲原公園運動施設

（テニスコート、

野球場・陸上競技場）

上仲原公園管理棟 合計

使用料等 0 0 0

光熱水費 0 0 0

燃料費 0 0 0

修繕料 0 0 0

建物管理委託料 0 0 0

使用料及び賃借料 0 0 0

その他経費 0 0 0

計 0 0 0

事業運営費 0 0 0

人件費 0 0 0

計 0 0 0

0 0 0

0 0 0

24,140 0 24,140

24,140 0 24,140

0 1,392 1,392

24,140 1,392 25,532

（㎡） - 233 233

（件） 5,542 - 5,542

（円／㎡） - 0 0

（円／㎡） - 5,970 109,485

（円／件） 0 - -

（円／件） 4,356 - 4,607

総コスト　（支出＋減価償却費）

収入

支出

運営

経費

建物維

持管理

費

運営費

支出計

資本的経費（工事請負費等）

指定管理委託料

小計

減価償却費

一件

あたり

運営経費

総コスト

延床面積

延利用件数

面積

あたり

運営経費

総コスト
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ウ．利用 1件あたりコスト 

 上仲原公園運動施設（テニスコート、野球場・運動場）の利用 1 件あたりの総コストは、平成 

25 年度は 4,356 円／件となりました。運営経費としての指定管理委託料は市民体育館に計上して

いるためここでは含んでいません。 

 

 

図 ３-８８ 利用１件あたりコスト（H25 年度） 
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(2) 市民プール 

① 施設概要 

市民プールは東大和市体育施設等に関する条例に基づき、体育、スポーツ及びレクリエーショ

ンの振興を図り、もって市民の心身の健全な発達に寄与するために設置しています。開設日は、

昭和 59 年 8 月 1 日です。 

毎年 7月中旬から 8月末にかけて開催しています。大人も子どもも楽しめるよう、幼児用・流

水・スライダー・25 メートルの 4 種類のプールがあります。 

市民プール、市民体育館、桜が丘市民広場、上仲原公園野球場（陸上競技場を含む）、上仲原公

園テニスコートの5施設は、平成22年度から指定管理者制度を導入し、管理運営を行っています。 

 

 表 ３-５９ 設置プール 

 

 

図 ３-８９ 市民プールの配置  

長さ、または全長 幅 水深 水面積

流水プール 141.62メートル 7.27メートル 1.00メートル 1030.04平方メートル

25メートルプール 25.00メートル 17.50メートル 1.0メートル～1.2メートル 437.50平方メートル

幼児プール - - 0.2メートル～0.4メートル 153.59平方メートル

スライダープール - - 0.6メートル 55.46平方メートル

スライダー（2連） 20.00メートル 5メートル（高さ） - -
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② 建物状況 

市民プールの建物部分（更衣室棟）は平成 27 年度時点で建築から 31年が経過しています。 

 

 

表 ３-６０ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

（注）ロッカー（更衣室）：一般用 1,080 人分、身障者用 30 人分 

 

 

図 ３-９０ 建築年度別の延床面積の状況（市民プール） 
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③ 利用状況 

市民プールは毎年 7月中旬から 8 月末にかけて開催しています。 

平成 23 年度の利用者数は 43,060 人でしたが、平成 24年度及び平成 25 年度には 5 万人を超え

る利用に増加しました。 

開催日数に対応した 1 日あたりの利用者数では平成 23年度には 828 人でしたが、平成 24年度

には 1,085 人、平成 25年度には 1,034 人となっています。 

市民プールは屋外プールであるため、天候によっても利用者数は大きく増減します。 

 

 

表 ３-６１ 利用者数の推移 

 

 

 

図 ３-９１ １日あたりの利用者数の推移 

  

延利用者

数（人）

開催日数

（日）
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１日あたり
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（人／日）

延利用者

数（人）

開催日数

（日）

１日あたり

利用者数

（人／日）
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

市民プールのコストを平成 23年度から 3 年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。 

減価償却費は建物部分（更衣室棟）のみを計上しています。平成 25年度には、市民プール歩道橋

の老朽化に伴い、歩道橋の補強等の改修を行い、工事請負費等として支出しています。なお、運

営費としての指定管理委託料は市民体育館に計上しているためここでは含んでいません。 

 

表 ３-６２ コストの年次推移 

（注）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、市

民体育館に計上しています。 

 

 

 

図 ３-９２ コストの年次推移 
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管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等

支出計

H23 0 0 0 0 866 866 10,673 11,539

H24 0 0 0 0 0 0 10,673 10,673

H25 0 0 0 0 3,476 3,476 10,673 14,148

支出

⑤

減価償却費

総コスト

（支出＋

減価償却費）

収入年度施設名

市民プール
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イ．内訳 

 市民プールについて平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は資本

的経費（工事請負費等）及び減価償却費です（減価償却費は建物部分のみを計上しています）。運

営経費としての指定管理委託料は市民体育館に計上しているためここでは含んでいません。 

 

表 ３-６３ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、 

市民体育館に計上しています。 

（注 2）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

 

図 ３-９３ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）

市民プール

使用料等 0

光熱水費 0

燃料費 0
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建物管理委託料 0
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ウ．延床面積あたりコスト 

市民プールについて平成 25 年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」をみると、

28,335 円／㎡となっています。市民プールの建物部分（プール本体を除く）の床面積のみを基に

算出しています。運営経費としての指定管理委託料は市民体育館に計上しているためここでは含

んでいません。 

 

 

図 ３-９４ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

 市民プールについて平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」をみると、

268 円／人となっています。運営経費としての指定管理委託料は市民体育館に計上しているため

ここでは含んでいません。 

 

 

図 ３-９５ 利用者一人あたりコスト（H25 年度）
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(3) 市民体育館 

① 施設概要 

市民体育館は東大和市体育施設等に関する条例に基づき、体育、スポーツ及びレクリエーショ

ンの振興を図り、もって市民の心身の健全な発達に寄与するために設置しています。 

第１体育室、第２体育室、第３体育室、トレーニング室、ランニング走路、保育室があります。 

市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園野球場（陸上競技場を含む）、上仲原公

園テニスコートの5施設は、平成22年度から指定管理者制度を導入し、管理運営を行っています。 

 

表 ３-６４ 施設内容 

 

 

図 ３-９６ 市民体育館の配置  

施設 面積 用途

第１体育室 1,391.51㎡ バレーボール2面、バスケットボール2面、バドミントン6面、卓球12台、その他

第2体育室 458.38㎡ A面（畳）：柔道、合気道等／B面（床）：剣道、空手等

第3体育室 320.22㎡ 軽体操等、卓球A・B面各6台

トレーニング室 109.35㎡ 各種トレーニングマシン

ランニング走路 - 1周140メートルの室内トラック

保育室 96.67㎡ お子さんを連れて体育館を利用する場合、無料で利用できます。（保護者同伴）
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② 建物状況 

市民体育館は、延床面積が 4,908 ㎡であり、比較的規模の大きな施設です。平成 27 年度時点で

建築から 28 年が経過しています。 

 

表 ３-６５ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

 

図 ３-９７ 建築年度別の延床面積の状況（市民体育館） 
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100.0%100.0%100.0%100.0%
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③ 利用状況 

市民体育館の年間延利用者数は平成 23年度以降増加しています。平成 23年度には 103,122 人

でしたが、平成 24年度には 111,127 人、平成 25年度には 113,556 人となりました。 

平成 23 年度以降の 1 日あたりの平均利用者数は 300 人前後で推移しています。 

市民体育館（第 1～第 3体育室）の稼働率は平成 23 年度以降 75％前後で推移しています。 

 

表 ３-６６ 利用者数の推移 

（注）団体利用（第１～第３体育室）に関しては、1団体 10 人としてカウントしています。 

 

図 ３-９８ １日あたりの利用者数の推移 

 

表 ３-６７ 稼働率の推移 

（注）稼働率（％）＝使用回数÷使用可能回数×100 

稼働率（使用率）については、団体利用（第１～第３体育室）についてのみ算出しています。 

 

図 ３-９９ 稼働率の推移  
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使用可能
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（回）

稼働率

（％）

使用回数

（回）

使用可能

回数

（回）

稼働率

（％）

市民体育館 5,550 7,510 73.9% 5,750 7,578 75.9% 5,917 7,803 75.8%

施設名

平成23年度 平成24年度 平成25年度

延利用

者数

 (人)

開館日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数

 (人)

開館日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数

 (人)

開館日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

市民体育館 103,122 346 298 111,127 345 322 113,556 345 329

　団体利用（件、人/日） 5,550 件 346 160 5,750 件 345 167 5,917 件 345 172

　個人利用（人） 47,622 346 138 53,627 345 155 54,386 345 158

施設名

平成23年度 平成24年度 平成25年度
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

市民体育館のコストを平成 23年度から 3 年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。 

 

表 ３-６８ コストの年次推移 

（注）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、市

民体育館に計上しています。 

 

 

図 ３-１００ コストの年次推移 
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①建物維持管理費 ②運営費 ③指定管理委託料 ④工事請負費等 ⑤減価償却費

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等

支出計

H23 0 17,827 0 90,389 3,843 112,059 36,309 148,368

H24 0 22,261 0 90,091 368 112,720 36,309 149,029

H25 0 18,371 0 90,380 498 109,248 36,309 145,557

支出

⑤

減価償却費

総コスト

（支出＋

減価償却費）

収入年度施設名

市民体育館
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イ．内訳 

 市民体育館について平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は指定

管理委託料であり、施設全体で約 62.1％を占めています。また建物維持管理費の使用料及び賃借

料は、市民体育館用地の借上料になります。 

 

表 ３-６９ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）指定管理委託料は、市民体育館、市民プール、桜が丘市民広場、上仲原公園運動施設で一括しており、 

市民体育館に計上しています。 

（注 2）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

図 ３-１０１ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）
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使用料等 0

光熱水費 0
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ウ．延床面積あたりコスト 

 市民体育館について平成 25 年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」をみると、

29,658 円／㎡となっています。 

 

 

図 ３-１０２ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

 市民体育館について平成 25 年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」をみると

1,282 円／人となっています。 

 

 

図 ３-１０３ 利用者一人あたりコスト（H25 年度） 
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第５項 子育て支援施設 

(1) 保育園 

① 施設概要 

 市立の認可保育所である狭山保育園は東大和市立保育園設置条例に基づき、保護者の労働又は

疾病その他の事由により、その監護すべき乳児、幼児その他の児童で保育を必要とするものを保

育するために設置しています。 

 狭山保育園では園児は多摩湖の自然の中でのびのびと遊んでいます。友だちと一緒にいろいろ

な行事や活動を体験しながら、心と体がバランスよく発達するように保育することを心がけてい

ます。 

 

 

図 ３-１０４ 保育園の配置 

（注）市内には保育施設として、公立の認可保育所である狭山保育園以外に、私立の認可保育所は 15 園、認証保

育所は 2園、家庭的保育施設は 2か所、小規模保育施設は 1園及び認定こども園が 1園あります。なお、私

立の幼稚園が 3園あります（平成 27 年 11 月 1 日現在）。 
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② 建物状況 

 狭山保育園は昭和 48年度に建築し、平成 27 年度時点で建築から 42年が経過しています。 

 

 

表 ３-７０ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

図 ３-１０５ 建築年度別の延床面積の状況（保育園） 

 

 

  

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 狭山保育園 狭山1-849-1 1,983 市 670 市 RC,S 1973 (S48)

合計 1,983 670

No. 施設名 所在地

土地

備考

建物

構造 建築年度

670 ㎡ 0 ㎡

100.0%100.0%100.0%100.0% 0.0%0.0%0.0%0.0%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 670 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

#####
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前） 30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

670 ㎡

100.0%100.0%100.0%100.0%

0 ㎡

0.0%0.0%0.0%0.0%
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③ 利用状況 

 狭山保育園の入園児定数は 105 人です。園児数は平成 23 年度は 109 人、平成 24年度は 111 人、

平成 25 年度は 97 人となっています。 

入園率は平成 23 年度及び 24年度には 100％を超過しましたが、平成 25 年度は 92％となってい

ます。 

 

 

表 ３-７１ 入園児の推移 

 

（注）入園率（％）＝入園児数÷入園児定数×100 

 

 

図 ３-１０６ 園児数の推移 

 

図 ３-１０７ 入園率の推移 
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

狭山保育園のコストを平成 23年度から 3 年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。 

 

表 ３-７２ コストの年次推移 

 

 

 

図 ３-１０８ コストの年次推移 
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イ．内訳 

 狭山保育園について平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は人件

費であり、施設全体の約 78.6％を占めています。 

 

表 ３-７３ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～200 円程度の差があります。 

 

 

 

図 ３-１０９ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）
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ウ．延床面積あたりコスト 

 狭山保育園について平成 25 年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」をみると、

311,439 円／㎡となっています。 

 

図 ３-１１０ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

 

エ．園児一人あたりコスト 

 狭山保育園について平成 25 年度における「園児一人あたりの総コスト（円／人）」をみると、

2,152,462 円／人となっています。 

 

 

図 ３-１１１ 園児一人あたりコスト（H25 年度）
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(2) 児童館 

① 施設概要 

 児童館は、東大和市立児童館条例に基づき、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、

又は情操を豊かにするために設置しています。市内には 6 か所の児童館を開設しています。児童

館は、すべての幼児・児童のための自由な活動や遊びなどの拠点となる場です。開館時間中は、

いつでも自由に来館して、自由に過ごすことができます。 

 児童館は直営で運営を行っています。また、児童館では以下の事業を行っています。 

 

【児童館全般】 

� 1 年に 1 度程度、各児童館で児童館まつりを行っています。 

� 自由に好きな遊びができます。 

� みんなで一緒に楽しむ工作教室、スポーツ大会、ゲーム大会、料理教室などの行事も行って

います。 

【子育て支援事業】 

� 幼児が遊べるスペースを用意しています。 

� 乳幼児対象の遊びの会を月に 1～2回行っています。 

� 乳幼児対象の親子サークルを行っています。 

 

 

図 ３-１１２ 児童館の配置  
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② 建物状況 

 きよはら児童館以外の 5 か所の児童館は各市民センター内に設置しています。児童館の建物全

体でみると築 30 年未満のものが 66.9％を占めています。築 30年以上が経過した児童館は 33.1％

を占めており、ならはし児童館（奈良橋市民センター内）ときよはら児童館が該当します。むこ

うはら児童館は昭和 52年 4 月に開設していますが、平成 12 年度に向原市民センター内に移転し

ています。 

 

表 ３-７４ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

（注 1）ならはし、なんがい、かみきただい、さくらがおか及びむこうはら児童館の延床面積は、市民センタ

ー内で当該施設が占める面積分を示しています。 

（注 2）きよはら児童館の延床面積は、きよはら児童館(建物)内で当該施設が占める面積分を示しています。 

 

図 ３-１１３ 建築年度別の延床面積の状況（児童館） 
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累計 （ ㎡）（ ㎡）

ならはし児童館（奈良橋市民センター内） なんがい児童館（南街市民センター内）

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 ならはし児童館 奈良橋4-600 3,041 市 348 市 RC,LGS 1984 (S59) 奈良橋市民センター内

2 なんがい児童館 南街5-32 1,642 市 299 市 RC 1992 (H4) 南街市民センター内

3 かみきただい児童館 上北台2-865-9 1,199 市、民間 440 市 RC 1992 (H4) 上北台市民センター内

4 さくらがおか児童館 桜が丘3-44-13 859 民間 316 借上 RC 1992 (H4) 桜が丘市民センター内

5 むこうはら児童館 向原3-10 2,706 都 541 借上 RC 2000 (H12) 向原市民センター内

6 きよはら児童館 清原2-1 1,126 都 443 借上 RC 1978 (S53)

合計 10,573 2,386

No. 施設名 所在地

土地

備考

建物

構造 建築年度

790 ㎡ 1,595 ㎡

33.1%33.1%33.1%33.1% 66.9%66.9%66.9%66.9%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 790 ㎡ 1,054 ㎡ 541 ㎡ 0 ㎡

#####
0.0% 0.0% 33.1% 44.2% 22.7% 0.0%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前） 30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

790 ㎡

33.1%33.1%33.1%33.1%

1,595 ㎡

66.9%66.9%66.9%66.9%
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③ 利用状況 

 児童館について平成23年度から3年間の利用状況をみると、大きな増減は見られない状況です。

児童館別にみると、むこうはら児童館ときよはら児童館は年間延利用者数が 3 万人を超えていま

す（きよはら児童館は平成 25年度は 25,750 人です）。他の児童館は 2 万人台で推移しています。 

 1 日あたりの平均利用者数は 70人台から 100 人台で推移している状況です。 

 

表 ３-７５ 利用者数の推移 

 

 

 

図 ３-１１４ １日あたりの利用者数の推移 

 

（注）きよはら児童館は、平成 25 年 12 月 9 日～平成 26 年 3月 14 日で空調機器の老朽化に伴う改修工事を 

実施しました。 

  

延利用

者数

(人)

開館日数

(日)

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数

(人)

開館日数

(日)

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数

(人)

開館日数

(日)

1日あたり

利用者数

（人／日）

ならはし児童館 23,959 294 81 25,523 293 87 25,755 293 88

なんがい児童館 22,000 294 75 19,631 292 67 20,970 292 72

かみきただい児童館 26,904 294 92 29,431 293 100 26,215 294 89

さくらがおか児童館 20,504 294 70 23,224 291 80 22,043 288 77

むこうはら児童館 30,898 294 105 31,324 292 107 30,242 290 104

きよはら児童館 30,415 294 103 31,400 292 108 25,750 293 88

施設名

平成23年度 平成24年度 平成25年度
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H23 H24 H25

（注） 
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

児童館のコストを平成 23年度から 3年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。きよ

はら児童館は平成 25 年度に空調機器の老朽化に伴う改修工事を実施し、工事請負費の支出をしま

した。 

 

表 ３-７６ コストの年次推移 

（注 1）市民センター内に入っている児童館のコストについては、各児童館の占用部分にかかるコストを計上し、

それ以外のコストは各市民センターのコストに計上しています。 

（注 2）減価償却費は、市所有の建物でない場合は発生しません。なお、市所有の市民センターに入っている児

童館の減価償却費は各市民センターに計上しています。 

 

図 ３-１１５ コストの年次推移 
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（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

①建物維持管理費 ②運営費 ③指定管理委託料 ④工事請負費等 ⑤減価償却費

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等

支出計

H23 68 56 15,721 0 0 15,777 0 15,777

H24 40 46 15,600 0 0 15,647 0 15,647

H25 55 77 16,204 0 0 16,280 0 16,280

H23 23 57 15,769 0 0 15,825 0 15,825

H24 26 13 15,932 0 0 15,945 0 15,945

H25 18 405 16,923 0 0 17,328 0 17,328

H23 52 11 15,311 0 0 15,322 0 15,322

H24 61 66 15,123 0 0 15,189 0 15,189

H25 56 47 15,518 0 0 15,565 0 15,565

H23 41 136 15,594 0 0 15,730 0 15,730

H24 39 158 15,648 0 0 15,806 0 15,806

H25 46 181 15,971 0 0 16,152 0 16,152

H23 18 84 17,025 0 0 17,110 0 17,110

H24 25 80 16,894 0 0 16,974 0 16,974

H25 20 107 17,025 0 0 17,132 0 17,132

H23 23 3,248 15,181 0 0 18,430 0 18,430

H24 22 3,861 16,007 0 0 19,868 0 19,868

H25 18 3,777 16,300 0 8,978 29,054 0 29,054

支出

⑤

減価償却費

総コスト

（支出＋

減価償却費）

収入年度

きよはら児童館

むこうはら児童館

施設名

ならはし児童館

なんがい児童館

かみきただい児童館

さくらがおか児童館
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イ．内訳 

 児童館のコストについて平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は

人件費であり、施設全体の約 82.1％を占めています。 

 

表 ３-７７ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）市民センター内に入っている児童館のコストについては、各児童館の占用部分にかかるコストを計上し、

それ以外のコストについては、各市民センターのコストに計上しています。 

（注 2）減価償却費は、市所有の建物でない場合は発生しません。なお、市所有の市民センターに入っている児 

童館の減価償却費は各市民センターに計上しています。 

（注 3）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

 

図 ３-１１６ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）
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合計

使用料等 55 18 56 46 20 18 212

光熱水費 0 0 0 0 0 1,361 1,361

燃料費 0 0 0 0 0 192 192

修繕料 77 75 47 181 73 152 604

建物管理委託料 0 0 0 0 0 1,005 1,005

使用料及び賃借料 0 0 0 0 0 764 764

その他経費 0 331 0 0 34 302 667

計 77 405 47 181 107 3,777 4,593

事業運営費 882 1,542 1,042 1,220 941 723 6,350

人件費 15,322 15,381 14,476 14,751 16,084 15,577 91,591

計 16,204 16,923 15,518 15,971 17,025 16,300 97,942

0 0 0 0 0 0 0

16,280 17,328 15,565 16,152 17,132 20,077 102,535

0 0 0 0 0 8,978 8,978

16,280 17,328 15,565 16,152 17,132 29,054 111,512

0 0 0 0 0 0 0

16,280 17,328 15,565 16,152 17,132 29,054 111,512

（㎡） 348 299 440 316 541 443 2,386

（人） 25,755 20,970 26,215 22,043 30,242 25,750 150,975

（円／㎡） 46,793 57,977 35,409 51,164 31,649 45,369 42,975

（円／㎡） 46,793 57,977 35,409 51,164 31,649 65,656 46,738

（円／人） 632 826 594 733 567 780 679

（円／人） 632 826 594 733 567 1,128 739

一人

あたり

運営経費

総コスト

延床面積

延利用者数
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総コスト

総コスト　（支出＋減価償却費）
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支出

運営
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建物
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管理

費

運営

費

支出計

資本的経費（工事請負費等）

指定管理委託料

小計

減価償却費
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ウ．延床面積あたりコスト 

 児童館について平成 25年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」を比較すると、

概ね 30,000 円／㎡～66,000 円／㎡の水準になっています。運営経費は延床面積が相対的に大き

い児童館が低い水準となっています。 

 

図 ３-１１７ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

児童館について平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」を比較すると、

運営経費は、概ね 560 円／人～830 円／人前後の水準となっています。運営経費は、利用者数が

相対的に多い児童館が低い水準となっています。 

 

 

図 ３-１１８ 利用者一人あたりコスト（H25 年度）
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(3) 学童保育所 

① 施設概要 

学童保育所は、東大和市立学童保育所条例に基づき、昼間留守家庭において、保護者の適切な

監護を受けられない小学校に就学している児童の安全確保及び健全育成を図るために設置してい

ます。昭和 39 年に最初の学童保育所が設置されて以来、順次整備が進められ、現在、市内には

11 か所の学童保育所があります。学童保育所は、直営で運営を行っています。 

平成 27 年度から入所の申請ができる児童の要件は、市内に居住しており小学校に就学している

児童です（集団生活を営むことができ、かつ、自力で通所することができること）。ただし、心身

に障害を有する児童については、原則として「身体障害者手帳」5級から 7級までのもの、「愛の

手帳」4 度及び 3 度、またはこれと同程度の児童を対象としています。また保護者の要件は、就

労・疾病・障害・災害・介護・出産・就学等の理由により、昼間家庭において児童の適切な監護

に当たれないこととなります。 

 

 

図 ３-１１９ 学童保育所の配置 
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② 建物状況 

 学童保育所は築 30 年未満の延床面積が全体の 72.6％を占めています。4 か所の学童保育所は市

民センター内に設置されています。また、２か所の学童保育所はきよはら児童館に併設されてい

ます。なお、学童保育所桜が丘クラブは平成 25年度に開設しました。 

表 ３-７８ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1）学童保育所第一クラブ、第二クラブ、第五クラブ及び第十クラブの延床面積は、市民センター内で当

該施設が占める面積分を示しています。 

（注 2）学童保育所第三クラブ及び第六クラブの延床面積は、きよはら児童館内で当該部分が占める面積分を

示しています。 

 

図 ３-１２０ 建築年度別の延床面積の状況（学童保育所）  
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S3940 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

累計 （ ㎡）（ ㎡）

学童保育所第一クラブ 学童保育所第二クラブ 学童保育所第三クラブ 学童保育所第四クラブ

学童保育所第五クラブ 学童保育所第六クラブ 学童保育所第七クラブ 学童保育所第八クラブ

学童保育所第九クラブ 学童保育所第十クラブ 学童保育所桜が丘クラブ

328 ㎡ 872 ㎡

27.4%27.4%27.4%27.4% 72.6%72.6%72.6%72.6%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 328 ㎡ 263 ㎡ 371 ㎡ 238 ㎡

#####
0.0% 0.0% 27.4% 21.9% 30.9% 19.8%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前） 30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

328 ㎡

27.4%27.4%27.4%27.4%

872 ㎡

72.6%72.6%72.6%72.6%

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 学童保育所第一クラブ 奈良橋4-600 3,041 市 117 市 RC,LGS 1984 (S59)

奈良橋市民センター内

プレハブ倉庫（49.68㎡）を含む

2 学童保育所第二クラブ 南街5-32 1,642 市 81 市 RC 1992 (H4) 南街市民センター内

3 学童保育所第三クラブ 清原2-1 1,126 都 82 借上 RC 1978 (S53) きよはら児童館内

4 学童保育所第四クラブ 狭山5-1054-1 414 市 120 市 S 2004 (H16)

5 学童保育所第五クラブ 向原3-10 2,706 都 132 借上 RC 2000 (H12) 向原市民センター内

6 学童保育所第六クラブ 清原2-1 1,126 都 82 借上 RC 1978 (S53) きよはら児童館内

7 学童保育所第七クラブ 芋窪5-1183-1 448 民間 119 市 S 2007 (H19)

8 学童保育所第八クラブ 立野3-1246-1 459 民間 119 市 S 2005 (H17)

9 学童保育所第九クラブ 蔵敷2-546 501 市 164 市 S 1980 (S55)

10 学童保育所第十クラブ 上北台2-865-9 1,199 市、民間 132 市 RC 1992 (H4) 上北台市民センター内

11 学童保育所桜が丘クラブ 桜が丘2-222-11 331 市 119 市 S 2011 (H23) H25年度開設

合計 12,993 1,268

No. 施設名 所在地

土地

備考

建物

構造 建築年度
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③ 利用状況 

 学童保育所の在籍児童数を平成 23 年度からの 3年間でみると、概ね同水準で推移しています。

なお、桜が丘クラブは平成 25年度に新設された施設です。在籍児童率は施設ごとに大きな開きが

あり、100％に達する施設が複数ある一方で、第七クラブと第九クラブは 70％前後の在籍児童率

で推移しています。 

表 ３-７９ 在籍児童数の推移 

 

（注）在籍児童率（％）＝在籍児童数÷定員×100 

 

図 ３-１２１ 在籍児童数の推移 

図 ３-１２２ 在籍児童率の推移  
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 (人)
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学童保育所第一クラブ 72 72 100.0% 72 72 100.0% 72 72 100.0%

学童保育所第二クラブ 55 55 100.0% 55 55 100.0% 55 55 100.0%

学童保育所第三クラブ 50 55 90.9% 47 55 85.5% 45 55 81.8%

学童保育所第四クラブ 72 72 100.0% 57 72 79.2% 64 72 88.9%

学童保育所第五クラブ 72 72 100.0% 65 72 90.3% 72 72 100.0%

学童保育所第六クラブ 55 55 100.0% 55 55 100.0% 55 55 100.0%

学童保育所第七クラブ 54 72 75.0% 53 72 73.6% 47 72 65.3%

学童保育所第八クラブ 72 72 100.0% 72 72 100.0% 72 72 100.0%

学童保育所第九クラブ 52 72 72.2% 44 72 61.1% 48 72 66.7%

学童保育所第十クラブ 72 72 100.0% 72 72 100.0% 71 72 98.6%

学童保育所桜が丘クラブ - - - - - - 54 66 81.8%
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

学童保育所のコストを平成 23年度から 3年間の推移でみると、概ね同水準で推移しています。

なお、桜が丘クラブは平成 25年度に開設しました。 

表 ３-８０ コストの年次推移 

（注 1）第一、第二、第三、第五、第六、第十クラブの建物維持管理費は各学童保育所が入っている施設（市民 

センター、きよはら児童館）の経費に含み、ここでは計上していません。 

（注 2）減価償却費は、市所有の建物でない場合は発生しません。なお、市所有の市民センターに入っている学

童保育所の減価償却費は、各市民センターに計上しています。 

図 ３-１２３ コストの年次推移 

（注）学童保育所第一クラブの減価償却費は、学童保育所が占用する市民センターと別の建物分の減価償却費と

なります。  

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費

等

支出計

H23 5,121 0 7,396 0 0 7,396 303 7,699

H24 6,731 0 8,045 0 0 8,045 303 8,348

H25 4,749 0 7,879 0 0 7,879 303 8,182

H23 4,293 0 6,955 0 0 6,955 0 6,955

H24 3,547 0 7,336 0 0 7,336 0 7,336

H25 3,636 0 7,226 0 0 7,226 0 7,226

H23 2,781 0 6,474 0 0 6,474 0 6,474

H24 2,303 0 6,709 0 0 6,709 0 6,709

H25 2,236 0 6,431 0 0 6,431 0 6,431

H23 4,768 268 7,409 0 0 7,677 798 8,475

H24 3,087 320 7,099 0 0 7,419 798 8,218

H25 3,703 369 7,283 0 0 7,652 798 8,450

H23 4,303 0 7,597 0 0 7,597 0 7,597

H24 3,246 0 7,680 0 0 7,680 0 7,680

H25 3,751 0 7,652 0 0 7,652 0 7,652

H23 3,118 0 6,779 0 0 6,779 0 6,779

H24 2,751 0 7,134 0 0 7,134 0 7,134

H25 2,676 0 6,887 0 0 6,887 0 6,887

H23 4,067 1,940 6,873 0 0 8,813 1,059 9,873

H24 3,209 1,973 7,006 0 0 8,980 1,059 10,039

H25 2,874 1,972 6,635 0 0 8,608 1,059 9,667

H23 5,546 2,231 7,701 0 0 9,932 907 10,839
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イ．内訳 

 学童保育所のコストについて平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項

目は人件費であり、施設全体の約 89.0％を占めています。 

表 ３-８１ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）第一、第二、第三、第五、第六、第十クラブの建物維持管理費は各学童保育所が入っている施設（市民 

センター、きよはら児童館）の経費に含み、ここでは計上していません。 

（注 2）減価償却費は、市所有の建物でない場合は発生しません。なお、市所有の市民センターに入っている学 

童保育所の減価償却費は各市民センターに計上しています。 

（注 3）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～200 円程度の差があります。 

 

 

図 ３-１２４ コストの内訳（H25 年度） 

 

（注）学童保育所第一クラブの減価償却費は、学童保育所が占用する市民センターと別の建物分の減価償却費と

なります。  
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合計

使用料等 4,749 3,636 2,236 3,703 3,751 2,676 2,874 4,425 2,999 4,414 3,507 38,968

光熱水費 0 0 0 369 0 0 361 472 434 0 351 1,986

燃料費 0 0 0 0 0 0 21 0 21 0 0 42

修繕料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用料及び賃借料 0 0 0 0 0 0 1,591 1,884 0 0 0 3,475

その他経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 369 0 0 1,972 2,356 455 0 351 5,503

事業運営費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人件費 7,879 7,226 6,431 7,283 7,652 6,887 6,635 7,760 6,699 7,769 7,103 79,324

計 7,879 7,226 6,431 7,283 7,652 6,887 6,635 7,760 6,699 7,769 7,103 79,324

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,879 7,226 6,431 7,652 7,652 6,887 8,608 10,116 7,154 7,769 7,454 84,827

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,879 7,226 6,431 7,652 7,652 6,887 8,608 10,116 7,154 7,769 7,454 84,827

303 0 0 798 0 0 1,059 907 127 0 1,134 4,329

8,182 7,226 6,431 8,450 7,652 6,887 9,667 11,023 7,281 7,769 8,588 89,156

（㎡） 117 81 82 120 132 82 119 119 164 132 119 1,268

（人） 72 55 45 64 72 55 47 72 48 71 54 655

（円／㎡） 67,247 89,297 78,211 63,726 57,913 83,752 72,187 84,839 43,611 58,743 62,793 66,887

（円／㎡） 69,831 89,297 78,211 70,375 57,913 83,752 81,072 92,443 44,388 58,743 72,348 70,300

（円／人） 109,435 131,381 142,917 119,557 106,279 125,217 183,139 140,502 149,032 109,427 138,029 129,507

（円／人） 113,641 131,381 142,917 132,031 106,279 125,217 205,681 153,096 151,687 109,427 159,033 136,116
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ウ．延床面積あたりコスト 

 学童保育所について平成 25 年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」を比較する

と、概ね 45,000 円／㎡～90,000 円／㎡の水準になっています。第九クラブは延床面積が大きい

ため、低い水準となっており延床面積の差異によるコストのばらつきが出ています。 

 

図 ３-１２５ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

学童保育所について平成 25 年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」を比較す

ると、概ね 106,000 円／人～206,000 円／人前後の水準となっています。 

 

 

図 ３-１２６ 利用者一人あたりコスト（H25 年度） 
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(4) その他子育て支援施設 

① 施設概要 

子ども家庭支援センターは、東大和市子ども家庭支援センター条例に基づき設置しています。

子どもや子育て家庭からのあらゆる相談に応じる総合相談窓口で、福祉、保健・医療、教育等の

各分野の関係機関と連携しながら、子どもと家庭に関する総合的な支援を行う施設です。 

また、一時保育室や子育てひろば事業などの子育て支援サービスの提供により、子どもと子育

て家庭の福祉の増進及び子どもを生み育てることができる環境づくりを推進しています。 

 

 

図 ３-１２７ 子ども家庭支援センターの配置  
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② 建物状況 

 子ども家庭支援センターの建物は、東京都が地域の保健衛生の拠点として東大和保健相談所を

建設し、昭和 60年度から開設しました。その後、東京都保健所再編により平成 9年 4 月に東京都

村山大和保健所が設置され、東大和保健相談所の機能は、東京都村山大和保健所に移りました。

そのことから、東大和市では、東大和保健相談所の建物を平成 9年 4月に東京都から購入し、東

大和市立保健センター別館として開設しました。 

市役所本庁舎で事業を実施していた子ども家庭支援センターは、平成 17 年 4 月から東大和市立

保健センター別館建物内の西側部分に移転して相談業務や一時保育室等の事業を開始しました。

その後、平成 20年 1月東大和市立保健センターの移転に伴い、建物全体を子ども家庭支援センタ

ーとして使用するようになりました。建物は、建築から 30年が経過しています。 

 

表 ３-８２ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

  

図 ３-１２８ 建築年度別の延床面積の状況（その他子育て支援施設） 

  

敷地面積
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所有状況

1 子ども家庭支援センター 立野1-1034-2 2,122 市 449 市 RC 1985 (S60) 市の所有は平成9年4月から

合計 2,122 449
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累計 （ ㎡）（ ㎡）

子ども家庭支援センター

449 ㎡ 0 ㎡

100.0%100.0%100.0%100.0% 0.0%0.0%0.0%0.0%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 449 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡
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0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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③ 利用状況 

子ども家庭支援センターの年間延利用者数を平成 23 年度からの 3 年間でみると、概ね 7千人後

半で推移しています。1日あたりの平均利用者数では 26 人から 27 人となっています。 

 

 

表 ３-８３ 利用者数の推移 

 

 

 

図 ３-１２９ １日あたりの利用者の推移 

  

延利用

者数

 (人)

開所日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数
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開所日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

延利用

者数

 (人)

開所日数

(日）

1日あたり

利用者数

（人／日）

子ども家庭支援センター 7,773 295 27 7,949 294 27 7,709 296 26
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

子ども家庭支援センターのコストを平成 23年度から 3 年間の推移でみると、概ね同水準で推移

しています。 

 

表 ３-８４ コストの年次推移 

 

 

 

図 ３-１３０ コストの年次推移 

 

 

  

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等

支出計

H23 26,849 4,763 67,140 0 0 71,903 1,838 73,741

H24 29,350 5,744 69,400 0 0 75,144 1,838 76,981

H25 27,295 5,227 71,636 0 0 76,863 1,838 78,701

施設名

子ども家庭支援

センター
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⑤

減価償却費
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イ．内訳 

 子ども家庭支援センターについて平成 25年度における内訳をみると、運営経費における主な支

出項目は人件費であり、施設全体の約 79.4％を占めています。 

 

表 ３-８５ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

 

図 ３-１３１ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）

子ども家庭支援

センター

使用料等 27,295

光熱水費 1,324

燃料費 0
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（円／人） 10,209
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ウ．延床面積あたりコスト 

 子ども家庭支援センターについて平成 25年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」

をみると、175,277 円／㎡となっています。 

 

 

図 ３-１３２ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

 子ども家庭支援センターについて平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」

をみると、10,209 円／人となっています。 

 

 

図 ３-１３３ 利用者一人あたりコスト（H25 年度） 

175,277

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

子ども家庭支援センター

（円/㎡）

減価償却費 資本的経費 運営経費

10,209

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

子ども家庭支援センター

（円/人）

減価償却費 資本的経費 運営経費



第３章 公共施設等の現況 

保健・福祉施設【老人福祉館】 

 

152 

 

第６項 保健・福祉施設 

(1) 老人福祉館 

① 施設概要 

 老人福祉館は、東大和市立老人福祉施設条例に基づき、老人の健康の増進、教養の向上及びレ

クリエーションの用に供するために設置しています。 

南街老人福祉館以外の施設は、それぞれ市民センター内に設置しています。 

利用対象者は市内に居住する 60 歳以上の方（夜間の団体利用で施設の運営に支障がない場合に

限り 60 歳以上でなくても利用可）で、使用料は原則として無料です。 

施設内には、集会室、図書室、教養娯楽室のほか、浴室（お風呂）を設置しています。 

 

 

 

図 ３-１３４ 老人福祉館の配置 
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② 建物状況 

 南街老人福祉館以外の老人福祉館は、市民センター内に設置しています。建物は築 30 年以上を

経過している建物は２か所で、延床面積では全体の 45.8％を占めています。南街老人福祉館は昭

和 44年度に建築されており、建築から 46 年が経過しています。 

 老人福祉館の延床面積は、200 ㎡から 400 ㎡程度ですが、老人福祉センターは最も規模が大き

く、622 ㎡となっています。 

 

表 ３-８６ 建物概要（H25 年度末時点） 

 

 

 

（注）老人福祉センター、上北台、向原及び清原老人福祉館の延床面積は、市民センター内で当該施設が占め

る面積分を示しています。 

 

図 ３-１３５ 建築年度別の延床面積の状況（老人福祉館） 

  

敷地面積

（㎡）

所有状況 延床面積

（㎡）

所有状況

1 老人福祉センター 奈良橋4-600 3,041 市 622 市 RC,LGS 1984 (S59) 奈良橋市民センター内

2 南街老人福祉館 南街6-30-1 503 市 245 市 LGS 1969 (S44)

3 上北台老人福祉館 上北台2-865-9 1,199 市、民間 373 市 RC 1992 (H4) 上北台市民センター内

4 向原老人福祉館 向原3-10 2,706 都 227 借上 RC 2000 (H12) 向原市民センター内

5 清原老人福祉館 清原4-1 4,065 都 427 借上 RC 2006 (H18) 清原市民センター内

合計 11,514 1,894

建物

構造 建築年度No. 施設名 所在地

土地

備考

867 ㎡ 1,027 ㎡

45.8%45.8%45.8%45.8% 54.2%54.2%54.2%54.2%

50年以上 49年～40年 39年～30年 29年～20年 19年～10年 10年未満

0 ㎡ 0 ㎡ 245 ㎡ 622 ㎡ 373 ㎡ 227 ㎡ 427 ㎡

#####
0.0% 13.0% 32.8% 19.7% 12.0% 22.6%

30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前） 30年未満（S61年度以降）30年以上（S60年度以前）

867 ㎡

45.8%45.8%45.8%45.8%

1,027 ㎡

54.2%54.2%54.2%54.2%
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③ 利用状況 

 利用者数は施設によって開きがありますが、向原老人福祉館と清原老人福祉館の利用者数は延

べ 1 万人以上となっています。一方で上北台老人福祉館は 7千人前後の利用者数にとどまってい

ます。 

平成 23 年度以降の利用者数は増加傾向にあります。一日あたりの利用者数は、概ね 30 人前後

から 40 人前後となっています。 

 

表 ３-８７ 利用者数の推移 

 

 

 

図 ３-１３６ １日あたりの利用者の推移 
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老人福祉センター 8,747 299 29 8,646 300 29 8,729 298 29

南街老人福祉館 8,010 301 27 9,402 301 31 9,132 301 30

上北台老人福祉館 6,155 297 21 6,174 299 21 7,330 295 25

向原老人福祉館 10,698 299 36 10,722 300 36 11,293 298 38

清原老人福祉館 11,045 295 37 11,604 295 39 12,544 296 42
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④ コスト状況 

ア．コストの年次比較 

南街老人福祉館のコストを平成 23年度から 3 年間の推移でみると、概ね同水準で推移していま

す。また前述のとおり、南街老人福祉館以外の施設は複合施設であり、コストの一部のみを施設

として負担している状況です。なお、南街老人福祉館は会計上の減価償却期間が満了しているた

め、総コストの内訳として減価償却費の計上はありません。 

 

表 ３-８８ コストの年次推移 

 

（注 1）市民センター内に入っている老人福祉センター及び老人福祉会館のコストについては、老人福祉センタ

ー及び老人福祉館の占用部分にかかるコストを計上し、それ以外のコストは各市民センターのコストに計上

しています。 

（注 2）減価償却費には、会計上の償却期間を満了した建物分（減価償却費 0円）は計上されません。 

 

図 ３-１３７ コストの年次推移 

  

単位（千円）

①

建物維持

管理費

②

運営費

③

指定管理

委託料

④

工事請負費等

支出計

H23 0 164 11 0 0 174 0 174

H24 0 190 12 0 0 202 0 202

H25 0 190 6 0 0 196 0 196

H23 2 1,651 2,906 0 497 5,054 0 5,054

H24 0 1,365 2,969 0 0 4,334 0 4,334

H25 2 1,349 3,058 0 0 4,406 0 4,406

H23 0 234 903 0 0 1,137 0 1,137

H24 0 151 823 0 0 974 0 974

H25 0 217 24 0 0 242 0 242

H23 0 126 18 0 0 144 0 144

H24 1 126 10 0 0 136 0 136

H25 1 126 8 0 0 134 0 134

H23 0 0 9 0 0 9 0 9

H24 1 0 9 0 0 9 0 9

H25 0 0 17 0 0 17 0 17
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減価償却費

総コスト

（支出＋

減価償却費）

収入年度

清原老人福祉館

施設名

老人福祉センター

南街老人福祉館

上北台老人福祉館

向原老人福祉館

0.2 0.2 0.2 

1.7 1.4 1.3 

0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

3
3 3

1 1

0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H23 H24 H25 H23 H24 H25 H23 H24 H25 H23 H24 H25 H23 H24 H25

老人福祉センター 南街老人福祉館 上北台老人福祉館 向原老人福祉館 清原老人福祉館

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

①建物維持管理費 ②運営費 ③指定管理委託料 ④工事請負費等 ⑤減価償却費
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イ．内訳 

南街老人福祉館について平成 25 年度における内訳をみると、運営経費における主な支出項目は

人件費であり、施設全体の約 36.7％を占めています。 

南街老人福祉館以外の施設は、各市民センター内に設置しているため、占用部分にかかるコス

トを計上しています。 

表 ３-８９ コストの内訳（H25 年度） 

（注 1）市民センター内に入っている老人福祉センター及び老人福祉館のコストについては、老人福祉センター 

及び老人福祉館の占用部分にかかるコストを計上し、それ以外のコストは各市民センターのコストに計上

しています。 

（注 2）減価償却費には、会計上の償却期間を満了した建物分（減価償却費 0円）は計上されません。 

（注 3）「面積あたりの運営経費及び総コスト（円／㎡）」、「一人あたりの運営経費及び総コスト（円／人）」 

の算出においては、経費の数値は１円単位までの値を使用しているため、表中に表記された値（千円単位）

を使用した場合とは 1円～50 円程度の差があります。 

 

図 ３-１３８ コストの内訳（H25 年度）  

単位（千円）

老人福祉センター 南街老人福祉館 上北台老人福祉館 向原老人福祉館 清原老人福祉館 合計

使用料等 0 2 0 1 0 3

光熱水費 0 826 0 0 0 826

燃料費 0 11 0 0 0 11

修繕料 0 45 66 0 0 111

建物管理委託料 190 436 151 126 0 903

使用料及び賃借料 0 0 0 0 0 0

その他経費 0 32 0 0 0 32

計 190 1,349 217 126 0 1,882

事業運営費 6 1,224 24 8 17 1,280

人件費 0 1,834 0 0 0 1,834

計 6 3,058 24 8 17 3,113

0 0 0 0 0 0

196 4,406 242 134 17 4,995

0 0 0 0 0 0

196 4,406 242 134 17 4,995

0 0 0 0 0 0

196 4,406 242 134 17 4,995

（㎡） 622 245 373 227 427 1,894

（人） 8,729 9,132 7,330 11,293 12,544 49,028

（円／㎡） 315 17,964 649 592 41 2,638

（円／㎡） 315 17,964 649 592 41 2,638

（円／人） 22 482 33 12 1 102

（円／人） 22 482 33 12 1 102

資本的経費（工事請負費等）

指定管理委託料

小計

減価償却費

総コスト　（支出＋減価償却費）

収入

支出

運営

経費

建物維

持管理

費

運営費

支出計

一人

あたり

運営経費

総コスト

延床面積

年間利用者数

面積

あたり

運営経費

総コスト
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ウ．延床面積あたりコスト 

南街老人福祉館について平成 25年度における「延床面積あたりの総コスト（円／㎡）」をみる

と 17,964 円／㎡となっています。 

 

 

図 ３-１３９ 延床面積あたりコスト（H25 年度） 

 

エ．利用者一人あたりコスト 

南街老人福祉館について平成 25年度における「利用者一人あたりの総コスト（円／人）」をみ

ると、482 円／人となっています。 

 

 

図 ３-１４０ 利用者一人あたりコスト（H25 年度） 
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